
自然環境保全理解のためのコウモリ調査および教材開発

CISEネットワーク

CISE（ちせ）ネットワークは、札幌周辺の大学や博物館相当施設（科学館、動物園、水族館を含む）

の研究者や学芸員、環境保全実践者から構成した団体として、2012 年 7 月に発足しました。発足目的は、

地域住民が札幌周辺の自然や生物へ関心を持ち理解を深めるための活動実施です。今までに、連携講座

の実施、新たな教材開発やサイエンス・フェスタの企画・運営を行いました。

地球上には約 6,000 種のほ乳類が生息しています。その内約 1,000 種がコウモリの仲間で、極地を除

く世界中のさまざまな環境に適応しています。日本の陸地に住むほ乳類のうちコウモリは約 3 分１（35

種）を占め、生物多少性の観点からみると重要なグループと言えます。北海道には、全国 35 種のコウモ

リのうち 19 種が生息し、森林や洞窟をねぐらにしている他に、人間が建てた建築物を巧み利用している

ことも確認されています。この様にコウモリは人々のごく身近な場所に生息していますが、その生態は

あまり知られていません。

本事業は、札幌市円山動物園と北海道希少生物調査会、自然写真家の中島宏章さん、札幌大同印刷株

式会社、かじさやか事務所、アーリア工房の協力を得て「コウモリへの興味関心を促し理解を深めるた

めの教材（コウモリトランクキット）」を開発しました。

教材内容

コウモリ紙芝居

本トランクキットの中核となるもので、子ども向けにコ

ウモリの体のつくりや生態について写真やイラストを使

ってわかりやすく解説したものです。

内容は、コウモリが、私たちと同じほ乳類の仲間であり

コウモリの翼に見える箇所が手であること、北海道にいる

コウモリは農作物を食い荒らす害虫をたくさん食べてく

れる「益獣」であることの説明や、実際に暮らしている場

所も紹介しています。また、コウモリが超音波を使って暗

闇の中を飛んで虫を捕まえることができる生態について

説明しています。

コウモリワークブック

コウモリ紙芝居を解説する際、参加者に渡すワークブッ

クです。コウモリ紙芝居の内容を、イラストで理解できる

ようになっています。

このワークブックの表紙のデザインは、コウモリがイメ

ージできるようなギザギザ型になっている特殊な形をし

ています。裏表紙の《コウモリ》の文字は、逆さにぶら下

がっているコウモリをイメージして、

と表示しています。



ヒナコウモリの実物大ぬいぐるみ

実物大のヒナコウモリの大きさ（8㎝）と重さ（19g）の

ぬいぐるみです。直接手のひらに乗せて、本物のヒナコウ

モリを体感できます。

コウモリ着ぐるみ

10歳くらいの子どもが装着して、子どもコウモリの翼に

骨格がどのようにつながっているかがわかる着ぐるみキ

ットです。両手を使って翼を広げて、骨格と翼の状態が実

感できます。また、繊細な翼の様子もよくわかります。直

接身につけることで、まるでコウモリに変身した様な気分

になります。

バットディテクター

コウモリが出す超音波は、直接人間の耳では聞くことが

できない高音です。それを人間が聞き取りできる音に変換

して音を出す探知機で、コウモリ調査には不可欠な道具で

す。バットディテクターの音を聞いて、コウモリの存在を

確認できます。

コウモリは自ら超音波を出して、跳ね返ってきた音を聞

きながら、暗闇に何があるのか知ることができます。

教材開発前のお披露目

2017年 1月 22日の第 5回 CISEサイエンス・フェステ

イバル・生トークステージ「ぜったい楽しいコウモリの

お話」において、トランクキットの紙芝居試行版とワー

クブックのお披露目を行いました。当日は、大人から子

どもまで多くの方の参加がありました。参加者からは、

「コウモリがこんな身近にいることがよくわかった」「コ

ウモリの生態について、色々と学ぶことができて良かっ

た」。また、「コウモリワークブックのデザインがいいの

で、販売して欲しい」という要望もあった。

今後、これらの声を活かした改良を進める予定をして

います。
「ぜったい楽しいコウモリのお話」

2017年１月 22日・札幌駅前通地下歩行空間

講師：寺島淳一、司会：野谷悦子



2017年 3月 25日に、札幌市円山動物園で実施した「コ

ウモリ調査報告会」では、北海道希少生物調査会の寺島淳

一さんからコウモリトランクキットの全ての教材の紹介

がありました。

既にコウモリに関心を持っていて参加した方が多く、コ

ウモリ紙芝居やワークブックを熱心に見ていました。コウ

モリ着ぐるみも人気で、「まるでコウモリになった様だ」

と好評で子どもだけでなく小柄な大人にも着用してもら

いました。

今後に向けて

前田一歩園財団からの助成のおかげで、自分たちの身近なところに暮らしているコウモリについて「人

間とコウモリの距離を縮めることができた。」と確信しました。

トランクキットの使用によって、単に講義を聞くのでなくコウモリに興味や関心が高まるとともに生

態への理解を深めることができました。暗く悪いイメージを抱かれていたコウモリに対して、害がある

怖い生物ではなく人間にとって役に立つ身近な存在という学びによって、それまでの見方も変わってき

ます。トランクキットは、生物の本来の姿や生態をわかりやすく楽しく学べる教材で、生物と人をつな

ぐ大きな役割を担っています。CISEネットワークの目的である、わかりやすい教材開発の基盤ができま

した。今後は、小学校や中学校をはじめいろいろな機会を通じて、コウモリについての学習に活用して

いきたいと思います。

今回、一般財団法人前田一歩園財団からの助成を受けたコウモリトランク教材開発事業を通して、私

たちの身近なところに暮らしている生き物や生物多様性について、多くの方々に知ってもらえる新しい

教材を作ることができました。そのことに、心から御礼申し上げます。

「コウモリ調査報告会」

2017年 3月 25日・札幌市円山動物園

報告書：寺島淳一


